
外部事象に対する放水路ゲートの防護方針について

設置許可基準規則第 6条への適合性として，安全重要度分類に応じて外部事象防護対象

施設を選定し安全機能を損なわないことを確認している。また，浸水防護設備は，津波と

各事象の重畳可能性等を理由として，外部事象に対しては自主的な考慮を行っている。 

浸水防護設備のうち，重要安全施設（MS-1）として設計する放水路ゲートに対する外部

事象防護方針は以下のとおりとしている。 

放水路ゲートは，「重要度が特に高い安全機能」（設置許可基準規則の解釈第 12 条）に

は該当しない（12条まとめ資料記載）ため，外部事象防護対象施設に該当せず，外部事象

によって損傷した場合には，他の浸水防護設備（防潮提等）と同様に速やかに補修等の対

応を行う。 
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